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　 産
業
の
空
洞
化
と
は
　 

　
産
業
の
空
洞
化
に
関
す
る
定
義
は
、
論
者
に

よ
っ
て
異
な
る
。
広
い
意
味
で
は
、
輸
入
の
増

大
に
よ
っ
て
国
内
市
場
が
外
国
産
業
に
侵
食
さ

れ
、
国
内
産
業
が
衰
退
す
る
こ
と
を
さ
す
。
産

業
構
造
の
転
換
あ
る
い
は
産
業
の
衰
退
と
考
え

て
い
い
。
現
在
、
国
内
で
競
争
力
を
失
っ
て
い

る
石
炭
、
ア
ル
ミ
、
繊
維
産
業
は
、
長
期
的
に

衰
退
し
て
い
る
の
で
、
広
義
の
産
業
空
洞
化
に

含
ま
れ
る
。 

　
一
方
、
狭
い
意
味
で
の
、
産
業
の
空
洞
化
は
、

製
造
業
の
海
外
投
資
に
よ
る
国
内
産
業
の
雇
用

低
下
を
意
味
す
る
。
多
く
の
人
は
、
産
業
の
空

洞
化
と
言
っ
た
と
き
、
電
機
・
電
子
産
業
の
海

外
直
接
投
資
と
、
そ
れ
に
伴
う
国
内
雇
用
低
下

と
い
う
狭
義
の
産
業
空
洞
化
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

が
、
こ
の
言
葉
は
、
広
い
意
味
で
も
使
わ
れ
る

こ
と
に
注
意
が
必
要
だ
。 

　 国
内
産
業
の
実
態
　 

　
産
業
空
洞
化
を
、
日
本
経
済
全
体
で
考
え
る

と
、
空
洞
化
が
お
き
て
い
る
か
ど
う
か
が
問
題

と
な
る
。 

　
一
橋
大
学
の
伊
丹
敬
之
教
授
が
『
経
営
と
国

境
』
と
い
う
本
で
、
産
業
の
空
洞
化
を
、
マ
ク

ロ
経
済
的
に
み
る
と
、
海
外
直
接
投
資
に
よ
る

空
洞
化
は
お
き
て
い
な
い
と
説
明
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
海
外
直
接
投
資
に
よ
る
、
国
内
生
産
・

雇
用
が
減
少
す
る
マ
イ
ナ
ス
効
果
よ
り
も
、
部

品
な
ど
の
国
内
生
産
を
誘
発
す
る
プ
ラ
ス
効
果

の
ほ
う
が
大
き
い
と
、
ジ
ェ
ト
ロ
の
推
計
を
使

っ
て
報
告
し
て
い
る
。 

　
産
業
連
関
表
を
用
い
て
国
産
化
比
率
を
計
算

し
た
推
計
で
も
、
製
造
業
は
、
一
貫
し
て
国
産

化
比
率
は
上
昇
な
い
し
は
安
定
し
て
い
る
。
そ

の
意
味
で
、
日
本
経
済
全
体
を
み
た
と
き
、
必

ず
し
も
空
洞
化
が
進
ん
で
い
る
と
は
い
え
な
い
。 

　
例
え
ば
、
自
動
車
産
業
の
国
産
化
比
率
は
、

八
八
・
三
％
（
一
九
八
○
年
）
か
ら
、
九
三
・

二
％
（
一
九
九
五
年
）
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
産
業

で
は
、
八
七
・
一
％
（
一
九
八
○
年
）
か
ら
、

九
○
・
六
％
（
一
九
九
五
年
）
と
非
常
に
高
い

比
率
だ
。
産
業
の
空
洞
化
と
い
う
用
語
は
、
経

済
学
的
に
は
な
る
べ
く
使
わ
な
い
で
議
論
し
た

ほ
う
が
い
い
。
特
定
産
業
の
国
内
雇
用
が
減
少

し
た
か
、
特
定
産
業
の
国
際
競
争
力
が
維
持
で

き
て
い
る
か
、
と
い
う
言
葉
を
使
え
ば
い
い
。 

　 代
表
格
の
電
機
機
械
　 

　
空
洞
化
の
典
型
事
例
で
あ
る
電
機
機
械
器
具

製
造
業
で
は
、
雇
用
者
数
が
、
ピ
ー
ク
の
一
九

九
一
年
で
約
二
○
○
万
人
。
一
九
八
七
年
と
一

九
九
三
年
は
、
ほ
ぼ
同
じ
水
準
の
一
八
○
万
人

だ
。
こ
の
八
七
年
と
九
三
年
は
、
雇
用
者
総
数

は
同
じ
な
の
で
、
雇
用
の
地
域
が
シ
フ
ト
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。 

　
地
域
別
に
み
る
と
、
西
神
奈
川
は
、
大
手
の

従
業
員
が
ふ
え
、
中
小
も
増
え
た
の
で
、
地
域
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グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
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ョ
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・
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バイスハム経営大学経営学部長）が報告した。 



全
体
の
雇
用
が
増
加
し
た
。
東
京
二
三
区
と
、

横
浜
・
川
崎
は
、
大
手
の
従
業
員
は
増
え
た
が
、

中
小
が
大
幅
に
減
ら
し
た
た
め
、
地
域
全
体
で

雇
用
が
減
少
し
た
。
東
京
か
ら
中
小
企
業
が
逃

げ
出
し
、
西
神
奈
川
へ
シ
フ
ト
し
た
こ
と
が
わ

か
る
。 

　
水
戸
・
日
立
・
高
崎
・
安
中
地
域
は
、
大
手

の
日
立
が
大
規
模
リ
ス
ト
ラ
を
し
た
た
め
、
大

企
業
、
中
小
企
業
と
も
、
従
業
員
が
減
り
、
地

域
全
体
の
雇
用
が
減
少
し
た
。
同
じ
こ
と
を
、

一
九
九
三
年
か
ら
二
○
○
一
年
の
時
期
で
み
る

と
大
き
な
変
化
が
わ
か
る
。 

　
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
は
、
従
業
員
を
増
や
し

も
、
減
ら
し
も
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
中
小

が
従
業
員
を
減
ら
し
て
い
る
の
で
、
ほ
と
ん
ど

の
地
域
で
雇
用
が
減
少
し
た
。
た
だ
、
雇
用
誘

致
を
し
て
い
る
沖
縄
・
北
海
道
は
、
若
干
地
域

全
体
の
雇
用
者
数
が
増
え
た
。
ま
た
、
三
重
県

松
坂
地
区
は
、
シ
ャ
ー
プ
の
液
晶
事
業
で
、
大

手
の
雇
用
者
数
が
増
え
た
。 

　
こ
の
九
三
年
か
ら
○
一
年
の
、
電
機
機
械
器

具
製
造
業
の
雇
用
者
数
を
、
県
別
で
み
る
と
、

部
分
的
に
液
晶
あ
る
い
は
デ
ジ
タ
ル
な
ど
雇
用

を
創
出
し
て
い
る
分
野
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
産
業
全
体
で
み
る
と
、
こ
の
時
期
は
、
国

内
電
機
産
業
の
雇
用
が
失
わ
れ
て
い
る
の
が
わ

か
る
。 

　 銀
行
業
の
変
化 

　
銀
行
業
も
産
業
構
造
が
大
き
く
変
化
し
た
。

海
外
直
接
投
資
す
る
電
機
機
械
産
業
と
異
な
り
、

産
業
集
積
の
崩
壊
と
は
無
関
係
だ
が
、
バ
ブ
ル

期
の
不
良
債
権
処
理
の
た
め
急
速
な
リ
ス
ト
ラ

を
進
め
た
。 

　
八
九
年
に
は
一
五
の
大
手
銀
行
が
あ
っ
た
が
、

現
在
は
、
五
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ

に
統
合
し
た
。
従
業
員
数
を
み
て
も
、
九
三
年

に
は
、
一
六
万
人
を
超
え
て
い
た
が
、
○
一
年

に
は
、
一
一
万
人
に
ま
で
減
少
し
、
約
五
万
人

強
の
従
業
員
が
削
減
さ
れ
た
。
銀
行
業
は
、
電

機
メ
ー
カ
ー
と
は
異
な
り
、
海
外
拠
点
も
整
理

統
合
し
て
い
る
の
で
、
産
業
の
空
洞
化
と
い
う

概
念
で
は
理
解
で
き
な
い
。 

　
日
本
の
銀
行
の
リ
ス
ト
ラ
は
、
特
徴
が
あ
る
。

例
え
ば
、
韓
国
で
は
九
七
年
に
財
務
危
機
が
あ

っ
た
が
、
そ
の
後
急
速
に
Ｖ
字
回
復
し
た
。
一

方
、
日
本
は
、
バ
ブ
ル
期
以
降
の
回
復
は
、
非

常
に
緩
慢
だ
。
銀
行
は
な
か
な
か
つ
ぶ
れ
ず
、

ゆ
っ
く
り
合
併
し
て
い
く
。
頭
取
・
取
締
役
は

不
良
債
権
処
理
を
急
速
に
行
わ
な
い
。
こ
れ
は
、

貸
出
責
任
を
回
避
し
、
銀
行
を
存
続
さ
せ
る
た

め
だ
。
ま
ず
、
バ
ブ
ル
期
の
取
締
役
を
、
一
○

年
か
け
て
定
年
に
し
、
組
織
外
に
送
り
出
す
。

残
っ
た
頭
取
が
他
行
と
合
併
・
再
編
し
退
任
す

る
、
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
を
実
行
す
る
た
め
だ
。 

　
銀
行
に
は
、
巨
額
の
公
的
資
金
が
注
入
さ
れ
、

財
政
負
担
と
な
っ
た
。
銀
行
業
の
産
業
構
造
の

変
化
は
、
個
別
民
間
部
門
の
問
題
に
と
ど
ま
る

も
の
で
は
な
い
。 

　 新
産
業
育
成
に
向
け
て
　 

　
国
内
で
い
か
に
産
業
を
お
こ
す
か
と
い
う
点

で
、
現
在
非
常
に
面
白
い
政
策
が
二
つ
あ
る
。

経
済
産
業
省
の
「
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
」
と
、

文
部
科
学
省
の
「
知
的
ク
ラ
ス
タ
ー
創
成
事
業
」

だ
。 

　
経
済
産
業
省
の
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
は
、

広
範
な
産
官
学
連
携
に
よ
る
技
術
開
発
と
起
業

の
促
進
を
目
的
と
し
て
、
七
○
億
〜
八
○
億
円

が
投
入
さ
れ
て
い
る
。
文
部
科
学
省
の
知
的
ク

ラ
ス
タ
ー
創
成
事
業
は
、
大
学
を
研
究
開
発
の

コ
ア
と
捉
え
、
産
業
そ
の
も
の
を
お
こ
す
の
で

は
な
く
、
シ
ー
ズ
（
種
）
と
な
る
も
の
を
生
み

出
す
政
策
だ
。
一
六
の
地
域
が
指
定
さ
れ
、
一

地
域
に
年
間
五
億
円
程
度
の
予
算
を
投
入
す
る
。 

　
こ
う
し
た
経
済
政
策
の
有
効
性
は
今
後
問
わ

れ
る
。
雇
用
の
創
出
に
結
び
つ
く
ま
で
ど
の
程

度
時
間
が
か
か
る
か
が
問
題
だ
。 

　 
 

日
本
の
地
域
雇
用
開
発 

　 製
造
業
の
実
態
　 

　
日
本
の
製
造
業
の
就
業
者
数
は
、
一
九
九
二

年
（
一
五
六
九
万
人
）
を
ピ
ー
ク
に
、
二
○
○

二
年
（
一
二
二
二
万
人
）
ま
で
に
約
三
五
○
万

人
減
少
し
て
い
る
。
成
熟
し
た
繊
維
産
業
で
の

減
少
に
加
え
て
、
代
表
的
な
輸
出
産
業
で
あ
る

電
気
、
機
械
、
金
属
産
業
で
も
就
業
者
が
大
幅

に
減
少
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
が
、
日
本

の
製
造
業
全
体
の
空
洞
化
懸
念
を
増
幅
し
て
い

る
。
し
か
し
、
同
じ
組
立
型
産
業
で
も
、
ト
ヨ

タ
を
は
じ
め
と
す
る
自
動
車
産
業
は
大
変
強
く
、

日
本
の
製
造
業
全
体
が
空
洞
化
し
て
い
る
状
態

で
は
な
い
。 

　
地
域
別
製
造
業
比
率
を
み
る
と
、
製
造
業
比

率
が
高
い
地
域
は
、
失
業
率
が
低
い
と
い
う
相

関
性
が
あ
る
。
製
造
業
の
比
率
の
低
下
と
、
失

業
率
の
上
昇
幅
に
も
相
関
関
係
が
見
ら
れ
る
。

日
本
で
は
、
雇
用
の
面
か
ら
み
て
、
製
造
業
の

重
要
性
が
依
然
と
し
て
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。 

　
製
造
業
就
業
者
の
減
少
割
合
が
最
も
高
い
の

は
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
だ
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
も
、

岩
手
県
北
上
川
流
域
は
減
少
率
が
低
い
。
こ
こ

は
、
県
、
市
が
企
業
誘
致
を
す
る
際
に
、
大
手

の
組
立
工
場
の
み
な
ら
ず
、
中
小
の
関
連
部
品 
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産
業
を
積
極
的
に
誘
致
し
、
産
業
集
積
の
形
成

に
成
功
し
た
。 

　
東
北
の
多
く
の
自
治
体
が
、
工
業
団
地
を
造

成
し
て
、
手
っ
取
り
早
く
何
百
人
の
雇
用
創
出

が
生
ま
れ
る
組
立
工
場
を
誘
致
し
た
の
と
対
照

的
だ
。
工
業
団
地
を
誘
致
し
た
地
域
は
、
組
立

工
場
に
部
品
を
供
給
す
る
企
業
が
進
出
し
て
い

な
か
っ
た
の
で
、
九
○
年
代
の
中
国
へ
の
工
場

進
出
に
直
撃
さ
れ
、
軒
並
み
工
場
閉
鎖
に
追
い

込
ま
れ
た
。 

　 画
一
的
地
域
開
発
の
限
界
　 

　
バ
ブ
ル
経
済
期
の
リ
ゾ
ー
ト
開
発
法
に
よ
り
、

全
国
に
建
設
さ
れ
た
地
域
リ
ゾ
ー
ト
施
設
は
巨

額
な
累
積
赤
字
を
抱
え
、
閉
鎖
や
売
却
に
追
い

込
ま
れ
た
。
中
央
主
導
の
画
一
的
産
業
振
興
は
、

リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
工

場
誘
致
の
工
業
団
地
造
成
に
も
共
通
し
て
い
る
。

進
出
し
た
企
業
は
、
最
終
製
品
の
組
立
工
場
だ
。

こ
れ
ら
は
、
九
○
年
代
の
中
国
へ
の
工
場
進
出

の
影
響
を
受
け
、
地
域
産
業
の
空
洞
化
に
直
面

し
た
。 

　
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
技
術
革
新
が
進

展
す
る
二
一
世
紀
は
、
こ
う
し
た
画
一
的
産
業

振
興
は
通
用
し
な
い
。
そ
の
地
域
特
性
を
活
か

し
た
産
業
振
興
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
地
方
自

治
体
は
、
ど
の
地
域
で
い
か
な
る
タ
イ
プ
の
産

業
振
興
、
産
業
集
積
を
進
め
る
の
か
と
い
う
地

域
開
発
戦
略
を
企
画
・
立
案
し
、
実
現
す
る
能

力
が
求
め
ら
れ
る
。 

　 ベ
ン
チ
ャ
ー
型
雇
用
創
出 

（
サ
ッ
ポ
ロ
バ
レ
ー
） 

　 　
地
域
雇
用
開
発
に
は
い
つ
く
か
の
タ
イ
プ
が

あ
る
。
国
や
地
方
自
治
体
が
余
り
関
与
せ
ず
内

発
的
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
誕
生
し
、
一
定
の

産
業
集
積
に
成
功
し
た
事
例
と
し
て
、
札
幌
市

の
ソ
フ
ト
産
業
が
あ
る
。 

　
札
幌
駅
周
辺
に
は
、
ソ
フ
ト
関
係
の
企
業
が

集
積
し
て
、
地
元
で
は
「
サ
ッ
ポ
ロ
バ
レ
ー
」

と
呼
ぶ
。
ル
ー
ツ
は
、
北
海
道
大
学
の
マ
イ
コ

ン
研
究
会
だ
。
そ
こ
に
巣
く
っ
て
い
た
大
学
院

生
が
、
卒
業
後
、
次
々
と
ソ
フ
ト
会
社
を
設
立
。

そ
の
出
世
頭
が
、
七
七
年
に
設
立
し
た
Ｂ
Ｕ
Ｇ

だ
。
設
立
に
あ
た
っ
て
地
方
自
治
体
に
相
談
し

た
が
、
従
来
の
工
業
団
地
造
成
ス
タ
イ
ル
と
は

全
く
違
う
の
で
、
知
事
・
市
長
は
な
か
な
か
理

解
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
市
の
企
画
力
の

あ
る
一
部
の
人
々
が
、
札
幌
市
郊
外
「
札
幌
エ

レ
ク
ト
リ
ニ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
」
の
建
物
を
研
究

会
用
の
場
所
と
し
て
提
供
。
こ
こ
が
、
ソ
フ
ト

開
発
の
情
報
交
換
の
場
と
な
り
、
企
業
発
生
の

源
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
ほ
と
ん
ど
お
金
を
か

け
ず
に
成
功
し
た
事
例
だ
。 

　 製
造
業
集
積
地
域
の
復
活 

（
長
野
県
諏
訪
・
岡
谷
市
） 

　 　
長
野
県
諏
訪
・
岡
谷
地
域
は
、
古
く
か
ら
中

小
機
械
メ
ー
カ
ー
が
集
積
し
て
い
る
。
現
在
で

は
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
、
ビ
デ
オ
レ
コ
ー
ダ

ー
な
ど
の
、
新
し
い
電
子
部
品
を
生
産
し
て
い

る
。 

　
こ
の
地
域
の
特
徴
は
、
九
○
年
代
前
後
で
、

創
業
者
の
第
一
世
代
が
引
退
し
、
第
二
世
代
の

息
子
達
が
会
社
を
継
い
だ
こ
と
だ
。
彼
ら
は
、

ほ
と
ん
ど
東
京
の
大
学
を
卒
業
し
、
経
営
ス
タ

イ
ル
も
第
一
世
代
と
異
な
る
。
特
に
、
製
品
開

発
力
と
情
報
化
で
第
一
世
代
と
大
き
く
異
な
っ

て
い
る
。 

　
例
え
ば
、
古
い
経
営
者
の
と
こ
ろ
は
、
フ
ァ

ク
ス
で
メ
ー
カ
ー
と
や
り
取
り
し
て
い
た
が
、

経
営
者
が
若
返
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
I
T
技

術
を
フ
ル
に
活
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
と

の
国
際
競
争
で
も
、
少
品
種
大
量
生
産
は
や
め
、

逆
に
、
一
個
作
っ
て
く
れ
と
い
う
よ
う
な
注
文

に
、
即
座
に
対
応
で
き
る
技
術
力
を
つ
け
た
。 

　
九
○
年
代
の
不
況
で
、
大
企
業
に
就
職
で
き

な
か
っ
た
大
卒
者
が
、
地
方
の
中
小
企
業
に
入

っ
て
き
た
。
彼
ら
は
、
受
注
し
た
仕
事
を
地
域

か
ら
逃
さ
な
い
た
め
に
、
技
術
的
、
量
的
に
受

け
ら
れ
な
い
注
文
は
、
地
域
の
企
業
と
共
同
受

注
し
は
じ
め
た
。
そ
し
て
、
共
同
受
注
が
始
ま

る
と
、
製
品
の
共
同
開
発
が
は
じ
ま
っ
た
。
さ

ら
に
彼
ら
は
、
東
南
ア
ジ
ア
と
か
中
国
に
安
価

な
製
品
を
大
量
生
産
す
る
工
場
を
共
同
で
設
立

し
た
。
こ
れ
ら
は
、
創
業
者
世
代
で
は
と
て
も

で
き
な
か
っ
た
こ
と
だ
。 

　 戦
略
的
企
業
誘
致
で
地
域
雇
用
開
発 

（
三
重
県
亀
山
市
） 

　 　
第
三
は
、
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
産
業
集
積

を
作
る
事
例
だ
。
こ
れ
は
、
も
う
自
治
体
が
や

る
し
か
な
い
。
最
近
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
自
治

体
が
や
り
始
め
て
い
る
が
、
最
初
に
戦
略
的
な

路
線
を
引
い
た
の
は
三
重
県
だ
。
三
重
県
は
、

今
は
や
め
て
し
ま
っ
た
が
、
北
川
知
事
が
登
場

し
た
と
き
、
県
の
仕
事
を
根
底
的
に
変
え
る
と

言
い
出
し
て
、
大
変
な
勢
い
で
改
革
を
始
め
た
。

そ
の
一
つ
が
、
知
事
直
轄
で
、
戦
略
的
に
企
業

を
誘
致
す
る
チ
ー
ム
だ
。
こ
の
チ
ー
ム
で
検
討

の
結
果
、
液
晶
の
フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
に
関
係
し
た
企
業
を
集
め
る
「
ク
リ
ス
タ
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ル
バ
レ
ー
構
想
」
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
知
事
と

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、
シ
ャ
ー
プ
に
目
を

つ
け
た
。
液
晶
関
連
の
事
業
は
将
来
的
な
成
長

が
期
待
で
き
、
既
に
三
重
県
内
に
も
工
場
進
出

し
、
県
北
部
と
液
晶
研
究
開
発
部
門
が
あ
る
奈

良
県
天
理
市
が
高
速
道
路
一
本
で
繋
が
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
が
理
由
だ
。 

　
シ
ャ
ー
プ
の
条
件
は
、
一
○
万
坪
の
平
地
、

工
業
用
水
一
日
一
ト
ン
、
用
地
造
成
期
間
は
一

年
だ
。
幸
い
条
件
を
満
た
す
民
間
用
地
が
亀
山

市
に
あ
り
、
通
常
の
県
政
な
ら
三
年
位
か
か
る

と
こ
ろ
を
、
極
め
て
短
期
間
で
話
を
ま
と
め
た
。 

　
シ
ャ
ー
プ
は
、
亀
山
工
場
を
、
単
な
る
液
晶

パ
ネ
ル
工
場
で
は
な
く
、
液
晶
テ
レ
ビ
関
係
の

要
素
を
す
べ
て
を
集
約
し
、
最
終
製
品
の
テ
レ

ビ
組
立
て
ま
で
や
る
一
貫
工
場
を
立
地
し
た
。

こ
の
結
果
、
今
年
の
四
月
に
は
、
シ
ャ
ー
プ
関

連
企
業
を
含
め
て
約
三
五
○
○
人
の
雇
用
創
出

効
果
が
見
込
ま
れ
る
。 

　 戦
略
的
企
業
誘
致
の
た
め
の
人
材
育
成 

　
以
上
の
三
地
域
は
、
日
本
の
新
し
い
産
業
構

造
の
姿
だ
。
一
般
的
に
通
用
す
る
開
発
ス
タ
イ

ル
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
土
地
、
そ
の

地
域
に
あ
っ
た
ス
タ
イ
ル
が
求
め
ら
れ
る
。
日

本
で
非
常
に
疲
労
し
て
い
る
の
は
、
大
都
市
で

は
な
く
地
方
の
過
疎
地
帯
だ
。
こ
う
い
う
地
域

で
雇
用
を
創
出
す
る
に
は
、
あ
る
程
度
核
と
な

る
自
治
体
の
戦
略
的
な
企
業
誘
致
が
必
要
だ
。 

　
成
熟
化
時
代
に
お
け
る
地
域
経
済
・
雇
用
開

発
の
基
本
戦
略
は
、
従
来
の
工
業
団
地
造
成
の

よ
う
な
画
一
的
な
モ
デ
ル
で
は
不
十
分
だ
。
都

道
府
県
や
市
町
村
と
い
っ
た
地
方
自
治
体
は
、

地
域
雇
用
開
発
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
・
立

案
し
、
成
功
に
導
く
実
行
力
が
問
わ
れ
る
。 

　 　
ド
イ
ツ
の
地
域
雇
用
開
発 

　 立
ち
遅
れ
て
い
た
バ
イ
オ
産
業
　 

　
知
識
集
約
型
企
業
で
あ
る
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
産
業
の
活
性
化
に
つ
い
て
み
て
み
る
。 

　
九
五
年
当
時
、
ド
イ
ツ
の
バ
イ
オ
産
業
は
、

悲
惨
な
状
態
だ
っ
た
。
強
力
な
研
究
所
が
あ
り
、

研
究
成
果
も
上
が
っ
て
い
た
が
、
ほ
と
ん
ど
実

用
化
し
て
な
か
っ
た
。
ド
イ
ツ
か
ら
出
た
研
究

成
果
は
、
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
に
流
れ
て
い

た
。
ド
イ
ツ
の
バ
イ
オ
産
業
は
、
他
の
バ
イ
オ

立
国
と
比
べ
て
非
常
に
立
ち
遅
れ
て
い
た
。 

　
政
府
は
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
将
来
の

重
要
な
産
業
技
術
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
バ
イ

オ
企
業
を
増
や
し
、
成
長
さ
せ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
一
、
二
位
を
争
う
バ
イ
オ
立
国
に
す
る
た
め
、

ビ
オ
レ
ジ
オ
コ
ン
ペ
を
開
始
し
た
。
こ
の
コ
ン

ペ
は
、
州
で
は
な
く
、
連
邦
政
府
が
実
施
。
期

間
は
、
九
六
年
か
ら
○
三
年
だ
。 

　
こ
の
コ
ン
ペ
に
は
、
バ
イ
オ
に
関
心
が
あ
る

一
七
の
地
域
が
参
加
し
た
。
政
府
の
支
援
を
う

け
る
た
め
、
地
域
の
専
門
家
が
バ
イ
オ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
振
興
の
戦
略
を
策
定
し
た
。
ど
の
地
域

に
政
府
資
金
を
投
入
す
る
か
を
決
め
る
委
員
会

に
は
、
政
治
家
だ
け
で
な
く
、
産
業
の
専
門
家
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
代
表
す
る
科
学
者
も
加
わ
っ
て

い
る
点
が
特
徴
だ
。
コ
ン
ペ
に
勝
っ
た
場
合
、

全
部
で
九
五
○
○
万
ユ
ー
ロ
（
一
三
○
億
円
）

を
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
連
邦
バ
イ
オ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
予
算
の
優
遇
も
あ
り
、
七
億
五
○
○
○

万
ユ
ー
ロ
受
け
ら
れ
る
。 

　 ビ
オ
レ
ジ
オ
の
成
果
・
結
果
　 

　
ビ
オ
レ
ジ
オ
コ
ン
ペ
の
結
果
、
勝
っ
た
の
は
、

旧
西
ド
イ
ツ
の
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、

ラ
イ
ン
・
ネ
ッ
カ
ー
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
と
、
旧

東
ド
イ
ツ
の
小
さ
な
街
の
イ
エ
ナ
だ
。 

　
旧
西
ド
イ
ツ
の
三
地
域
は
、
大
学
や
研
究
機

関
が
あ
り
、
強
力
な
科
学
基
盤
を
も
っ
て
い
る
。

中
に
は
、
五
年
〜
一
○
年
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
イ
ン

フ
ラ
が
十
分
整
っ
て
い
る
地
域
だ
。
旧
東
ド
イ

ツ
の
イ
エ
ナ
地
区
は
、
バ
イ
オ
の
歴
史
は
な
か

っ
た
が
、
工
学
機
械
で
優
れ
た
技
術
が
あ
り
、

そ
れ
を
利
用
し
て
バ
イ
オ
に
参
入
し
た
。
こ
こ

で
は
、
バ
イ
オ
企
業
が
短
期
間
に
五
社
か
ら
三

四
社
に
増
加
し
た
。 

　
コ
ン
ペ
の
結
果
、
ド
イ
ツ
で
は
バ
イ
オ
企
業

が
三
倍
以
上
と
な
っ
た
。
九
○
○
○
人
以
上
の

雇
用
が
創
出
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
を
抜
い
て
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
第
一
の
バ
イ
オ
企
業
国
と
な
っ
た
　 

　 再
活
性
化
の
要
因
　 

　
バ
イ
オ
産
業
再
活
性
化
の
要
因
は
、
以
下
の

四
点
だ
。 

　
第
一
に
民
間
の
資
金
提
供
だ
。
そ
れ
に
よ
り

市
場
が
よ
り
魅
力
的
な
も
の
と
な
る
。 

　
第
二
点
と
し
て
、
地
域
内
の
交
流
だ
。
新
興

企
業
に
と
っ
て
、
知
識
の
普
及
は
地
域
内
で
拡

大
す
る
の
で
、
地
域
内
交
流
は
非
常
に
大
事
だ
。 

　
第
三
点
と
し
て
、
新
し
い
起
業
家
へ
の
サ
ポ

ー
ト
、
支
援
、
助
言
が
必
要
だ
。
特
に
資
金
調

達
に
関
し
て
の
助
言
が
重
要
だ
。 

　
第
四
点
は
、
地
域
間
の
競
争
だ
。
政
府
が
、

ビ
オ
レ
ジ
オ
コ
ン
ペ
を
開
始
し
た
こ
と
で
、
地

域
間
の
競
争
が
生
ま
れ
、
バ
イ
オ
産
業
全
体
が

活
性
化
し
た
。 

 

49

国際シンポジウム 

Business Labor Trend  2004.6


